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第 464号 

令和 5年(2023年) 

11月 10日 

金曜日 

目 次 

告示 
○ 人事給与管理システム運用保守業務委託に関する契約の相手方等の公示（情報システム

戦略課） 

○ 自衛官の募集に関する告示（地域政策課） 

○ 埼玉県土地利用基本計画の変更（土地水政策課） 

○ 埼玉県自動車税（種別割）等コンビニエンスストア等収納代行業務委託に関する落札者

等の公示（税務課） 

○ 彩の国資源循環工場第Ⅱ期事業に係る環境影響評価事後調査書の縦覧（環境政策課） 

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定（水環境課） 

○ 彩の国映像情報発信システムサーバ機器等の賃貸借に関する落札者等の公示（商業・サ

ービス産業支援課） 

○ 安戸・田宮土地改良区の役員就退任届（春日部農林振興センター） 

○ 農地を利用する権利の設定の裁定申請（農業ビジネス支援課） 

○ 保安林の指定予定（森づくり課） 

○ 寄居都市計画道路事業の事業認可（道路街路課） 

○ 廃川敷地等の公示（河川環境課） 

○ 蓮田都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更の案の縦覧（都市計画課） 

○ 蓮田都市計画区域区分の変更の案の縦覧（都市計画課） 

○ 加須都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更の案の縦覧（都市計画課） 

○ 加須都市計画区域区分の変更の案の縦覧（都市計画課） 

○ 深谷都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更の案の縦覧（都市計画課） 

○ 深谷都市計画区域区分の変更の案の縦覧（都市計画課） 

○ 本庄都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更の案の縦覧（都市計画課） 

○ 本庄都市計画区域区分の変更の案の縦覧（都市計画課） 

○ 寄居都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更の案の縦覧（都市計画課） 

○ 児玉都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更の案の縦覧（都市計画課） 

○ 北川辺都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更の案の縦覧（都市計画

課） 

○ 川越都市計画土地区画整理事業の都市計画の変更に係る図書の写しの縦覧（市街地整備

課） 

○ 和光都市計画土地区画整理事業の都市計画の変更に係る図書の写しの縦覧（市街地整備



 

令和 5年(2023年)11月 10日 

課） 

○ 所沢都市計画土地区画整理事業の都市計画の変更に係る図書の写しの縦覧（市街地整備

課） 

○ 一般国道 254号の区域の変更（朝霞県土整備事務所） 

○ 県道本庄妻沼線の区域の変更（熊谷県土整備事務所） 

○ 県道本庄妻沼線の供用の開始（熊谷県土整備事務所） 

○ 県道新堀尾島線の区域の変更（熊谷県土整備事務所） 

○ 県道新堀尾島線の供用の開始（熊谷県土整備事務所） 

○ 県道児玉町蛭川普済寺線の供用の開始（熊谷県土整備事務所） 

○ 埼玉県教育委員会定例会の招集（教委・総務課） 

 

 



  

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
一
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 



１ 購入等件名及び数量 

  人事給与管理システム運用保守業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企画財政部情報システム戦略課業務効率化推進担当 埼玉県さいたま市

浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和５年９月29日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社高知電子計算センター 高知県高知市本町４丁目１番16号 

５ 契約金額 

  74,365,500円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第11条第１

項第２号に該当 



 

 

 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
二
号 

 
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
第
一

項
及
び
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

試
験
種
目 

 
 

第
六
回
自
衛
官
候
補
生
試
験 

二 

応
募
資
格 

 

イ 

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
に
お
い
て
年
齢
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有

 
 

す
る
者
。
た
だ
し
、
三
十
二
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
三
十
三
歳
に

 
 

達
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。 

 

ロ 

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る 

 
 

者
に
該
当
し
な
い
も
の 

三 

応
募
者
の
受
付 

 

イ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
場
合 

 
 

 

自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
g
s
d
f
/
j
i
e
i
k
a
n
b
o
s
y
u
/

）
に

お
い
て
受
け
付
け
る
。 

 

ロ 

郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
場
合 

 
 

 

各
市
役
所
、
各
町
村
役
場
並
び
に
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
及
び
各
地
域
事
務
所
に
お

 
 

い
て
受
け
付
け
る
。 

四 

募
集
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
四
日
（
火
）
か
ら
令
和
五
年
十
二
月
一
日
（
金
）
ま
で 

五 

試
験
科
目 

 

イ 

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
地
理
歴
史
、
公
民
及
び
作
文
） 

 

ロ 

口
述
試
験 

 

ハ 

適
性
検
査 

 

ニ 

身
体
検
査 

 

ホ 

経
歴
評
定 

六 

試
験
期
日 

 

イ 

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
方
式
） 

 
 

 

令
和
五
年
十
二
月
八
日
（
金
）
か
ら
同
月
九
日
（
土
）
ま
で
の
間
の
任
意
の
日 

 

ロ 

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査 

 
 

 

令
和
五
年
十
二
月
十
六
日
（
土
）
か
ら
同
月
十
八
日
（
月
）
ま
で
の
間
の
一
日 



七 

試
験
場
の
位
置
及
び
名
称
（
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
） 

 
イ 

東
京
都
練
馬
区
大
泉
学
園
町 

 
 

 

陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地 

 

ロ 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町
一
丁
目
四
十
番
地
七 

 
 

 

陸
上
自
衛
隊
大
宮
駐
屯
地 

八 

採
用
予
定
時
期 

 
 

令
和
六
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
の
う
ち
指
定
す
る
日 

九 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
及
び
各
地
域
事
務
所
の
位
置
及
び
名
称 

 

イ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
四
丁
目
十
一
番
十
五
号
浦
和
地
方
合
同
庁
舎
三
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
八
三
一
―
六
〇
四
三
） 

 
 

 

（
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/
s
a
i
t
a
m
a
/

） 

 
 

 

（
電
子
メ
ー
ル

h
q
1
-
s
a
i
t
a
m
a
@
p
c
o
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p

） 

 

ロ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二
丁
目
三
百
七
十
六
番
地
Ｍ
Ｓ
―
１
ビ
ル
二
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
さ
い
た
ま
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
六
五
一
―
二
四
二
〇
） 

 

ハ 

埼
玉
県
所
沢
市
西
所
沢
一
丁
目
九
番
十
九
号
鹿
島
屋
ビ
ル
三
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
入
間
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
―
二
九
二
三
―
四
六
九
一
） 

 

ニ 

東
京
都
練
馬
区
大
泉
学
園
町
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
内 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
朝
霞
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
四
六
六
―
四
四
三
五
） 

 

ホ 

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
二
丁
目
九
十
八
番
地
駅
前
パ
ー
ル
ビ
ル
二
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
五
二
二
―
四
八
五
五
） 

 

ヘ 

埼
玉
県
秩
父
市
大
野
原
四
百
九
十
一
番
地
一
関
東
森
林
管
理
局
埼
玉
森
林
管
理
事
務
所
内 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
秩
父
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
九
四
―
二
二
―
六
一
五
七
） 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
三
号 

 
埼
玉
県
土
地
利
用
基
本
計
画
を
令
和
五
年
十
一
月
二
日
に
変
更
し
た
の
で
、
国
土
利
用
計
画
法

（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
九
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
の

規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
土
地
利
用
基
本
計
画
（
計
画
図
）
の
地
域
区
分
の
変
更 

   

農 

業 

地 

域 

変
更
し
た
地
域
区
分 

日 

高 

市 

所 

沢 

市 

変
更
し
た
地
域
が

所
在
す
る
市
町
村 

縮 

小 
拡
大
又
は

縮
小
の
別 

三
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル 

二
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル 

変
更
部
分
の
面
積 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
四
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 



１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県自動車税（種別割）等コンビニエンスストア等収納代行業務委託  

  3,768,416件 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県総務部税務課納税・管理担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番 

 １号 

３ 落札者を決定した日 

  令和５年10月27日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ＮＴＴデータ 東京都江東区豊洲３丁目３番３号 

５ 落札金額 

  66.90円（消費税及び地方消費税を含まない） 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和５年９月８日 



告

示

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
五
号

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
六
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
一
号
）
第
三
十
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
か
ら
寄
居
町
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
第

Ⅱ
期
事
業
に
つ
い
て
環
境
影
響
評
価
事
後
調
査
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
例
第
三
十
条
の

三
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
十
一
月
十
日

埼
玉
県
知
事

大

野

元

裕

一

縦
覧
の
場
所

埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課

埼
玉
県
東
松
山
環
境
管
理
事
務
所

埼
玉
県
北
部
環
境
管
理
事
務
所

寄
居
町
生
活
環
境
エ
コ
タ
ウ
ン
課

深
谷
市
環
境
課

小
川
町
環
境
農
林
課

東
秩
父
村
保
健
衛
生
課

二

縦
覧
の
期
間

令
和
五
年
十
一
月
十
日
（
金
）
か
ら
令
和
五
年
十
二
月
十
一
日
（
月
）
ま
で
（
た
だ
し
、
土

曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
六
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お

り
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域 

 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
和
光
市
白
子
二
丁
目
千
七
百
九
十
一
番
一
の
一
部
及
び
千
七
百
九

十
二
番
七
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
シ
ア
ン
化
合
物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ほ
う
素
及
び
そ
の
化

合
物 

三 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物 

 

質
の
種
類 

 

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
、
シ
ア
ン
化
合
物
並
び
に
鉛
及
び
そ
の
化
合
物 

 
 



 

  

形質変更時要届出区域の区画 

 

敷地境界 

 

地番境界 

起点 
凡例 

【起点】は、和光市白子 2丁目 1791番 1の一部の最北端とする。 

【格子の回転角度（9.777°）】 

格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向に引いた線並びにこれら

と平行して 10ｍ間隔で引いた線により構成されている格子を、起点を中心として

右回りに回転させた角度を示す。 

10ｍ 

1 

1792番 7 

1791番 1 

Ａ 

１ ２ 

別図 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
七
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



１ 購入等件名及び数量 

  彩の国映像情報発信システムサーバ機器等の賃貸借 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県産業労働部商業・サービス産業支援課映像コンテンツ担当 埼玉県さい

たま市浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和５年９月14日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  芙蓉総合リース株式会社 東京都千代田区麹町５丁目１番地１ 

５ 落札金額 

  135,960,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和５年８月４日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
八
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、

安
戸
・
田
宮
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

就
任 

 
 

職
名 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 
 

理
事 

田 

中 
 

 

均 
 

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
大
塚
三
百
七
十
七
番
地 

 
 

同 
 

風 

見 

文 

男 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

才
羽
千
九
百
十
一
番
地 

 
 

同 
 

日
下
部 

敏 

男 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

佐
左
ヱ
門
千
百
七
十
五
番
地 

 
 

同 
 

日
下
部 

一 

義 
 

同 
 

同 
 

 
同 

 

同 

本
島
二
千
六
百
七
十
六
番
地 

 
 

同 
 

日
下
部 

行 

雄 
 

同 
 

幸
手
市
大
字
戸
島
千
九
百
五
番
地 

 
 

同 
 

鈴 

木 

正 

弘 
 

同 
 

春
日
部
市
不
動
院
野
百
十
番
地 

 
 

監
事 

柴 

村 

一 

孝 
 

同 
 

北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
堤
根
二
十
番
地 

 
 

同 
 

堀 

江 

清 

吉 
 

同 
 

幸
手
市
大
字
戸
島
四
百
一
番
地 

 
 

同 
 

宮
野
尾 

政 

子 
 

同 
 

北
葛
飾
郡
杉
戸
町
杉
戸
五
丁
目
十
六
番
十
八
号 

二 

退
任 

 
 

職
名 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 
 

理
事 

新 

井 

和 

夫 
 

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
本
島
二
千
七
十
五
番
地
二 

 
 

 

 
 

同 
 

風 

見 

文 

男 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

才
羽
千
九
百
十
一
番
地 

 
 

 
 

 

 
 

同 
 

張
ヶ
谷 

一 

郎 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

本
島
二
千
三
百
四
十
一
番
地 

 
 

 

 
 

同 
 

金
久
保 

昭 

二 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

佐
左
ヱ
門
千
二
百
三
十
二
番 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 
 

日
下
部 

行 

雄 
 

埼
玉
県
幸
手
市
大
字
戸
島
千
九
百
五
番
地 

 
 

同 
 

榎 

原 

敏 

夫 
 

同 
 

春
日
部
市
不
動
院
野
九
十
七
番
地
一 

 
 

監
事 

田 

中 

正 

俊 
 

同 
 

北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
並
塚
五
百
八
十
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 
 

赤 

沼 

正 

夫 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

堤
根
五
十
三
番
地 

 

 
 

同 
 

堀 

江 

清 

吉 
 

同 
 

幸
手
市
大
字
戸
島
四
百
一
番
地 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
十
九
号 

 
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農

地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
設
定
に
関
し
裁
定
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

申
請
に
係
る
農
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積 

    

二 

申
請
に
係
る
農
地
の
利
用
の
現
況 

 
 

農
地
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
。 

三 

申
請
に
係
る
農
地
に
つ
い
て
の
申
請
者
の
利
用
計
画
の
内
容
の
詳
細 

 
 

裁
定
手
続
後
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
借
受
希
望
者
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
。 

四 

希
望
す
る
利
用
権
の
始
期
及
び
存
続
期
間
並
び
に
借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の
額 

        

五 

意
見
書
の
提
出 

 
 

申
請
に
係
る
農
地
の
所
有
者
等
は
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

提
出
期
限 

 
 

 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

 

ロ 

提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
農
林
部
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課 

 

ハ 

記
載
事
項 

 
 

⑴ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た 

 
 

 

る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
） 

本
庄
市
児
玉
町
金
屋
字
念
仏
塚
八
百
十
三
番
一 

本
庄
市
児
玉
町
蛭
川
字
柳
町
八
百
八
十
二
番 

所
在
及
び
地
番 

田 田 

地
目 

二
、
二
五
五
・
〇
〇 

二
、
六
九
六
・
〇
〇 

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

 

本
庄
市
児
玉
町
金
屋

字
念
仏
塚
八
百
十
三

番
一 

本
庄
市
児
玉
町
蛭
川

字
柳
町
八
百
八
十
二

番 

所
在
及
び
地
番 

令
和
六
年
三
月
三
十

一
日 

令
和
六
年
三
月
三
十

一
日 利

用
権
の
始
期 

十
年 

十
年 

存
続
期
間 

六
万
五
千
三
百
九
十
五
円 

一
〇
万
七
千
八
百
四
十
円 

借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の
額 

 



 
 

⑵ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
有
す
る
権
利
の
種
類
及
び
内
容 

 
 

⑶ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
の
当
該
農
地
の
利
用
の
状
況
及
び
利
用
計
画 

 
 

⑷ 

意
見
書
を
提
出
す
る
者
が
当
該
農
地
を
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
し
て
い
な
い
理
由 

 
 

⑸ 
意
見
の
趣
旨
及
び
そ
の
理
由 

 
 

⑹ 

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
号 

 
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

指
定
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所 

 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
稲
沢
字
裏
ノ
山
四
八
六
番
、
字
中
ノ
西
耕
地
五
一
七
番 

二 

指
定
の
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三 

指
定
施
業
要
件 

イ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

㈠ 

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

㈡ 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に

係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

㈢ 

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

ロ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
埼
玉
県
庁
及
び
本
庄
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
一
号 

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画

事
業
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

寄
居
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

寄
居
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
二
十
二
号
男
衾
駅
東
口
通
り
線
及
び
三
・
四
・
二
十
一 

 

号
南
側
上
町
通
り
線 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
富
田
及
び
赤
浜
地
内 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

 
 

 

な
し 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
二
号 

河
川
区
域
の
廃
止
に
よ
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令

第
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
埼
玉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

河
川
の
名
称 

 
 

荒
川
水
系
一
級
河
川
南
小
畔
川 

二 

廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

三 

廃
川
敷
地
等
の
位
置 

 
 

埼
玉
県
川
越
市
大
字
笠
幡
字
台
田
六
百
十
九
番
十
五
、
同
市
大
字
笠
幡
字
賀
嘉
良
六
百
二
十 

 

七
番
二
十
七
、
同
市
大
字
笠
幡
字
賀
嘉
良
六
百
二
十
七
番
二
十
八 

四 

廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量 

 
 

土
地 

 
 

六
一
・
三
九
平
方
メ
ー
ト
ル 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
三
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

蓮
田
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

蓮
田
都
市
計
画
区
域
の
区
域 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
、
蓮
田
市
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課
、
白
岡
市
都
市
整
備
部
街
づ
く
り
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
四
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

蓮
田
都
市
計
画
区
域
区
分 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 

イ 

市
街
化
区
域
に
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字
高
虫
字
正
御
地
、
字
高
都
原
及
び
字
前
野
の
各
一
部 

 

ロ 

市
街
化
調
整
区
域
に
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

な
し 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
、
蓮
田
市
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課
、
白
岡
市
都
市
整
備
部
街
づ
く
り
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
五
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

加
須
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

加
須
都
市
計
画
区
域
の
区
域 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
、
加
須
市
都
市
整
備
部

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
推
進
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
六
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

加
須
都
市
計
画
区
域
区
分 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
変
更
し
な
い
。 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
、
加
須
市
都
市
整
備
部

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
推
進
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
七
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

深
谷
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

深
谷
都
市
計
画
区
域
の
区
域 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
、
深
谷
市
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
八
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

深
谷
都
市
計
画
区
域
区
分 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
変
更
し
な
い
。 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
、
深
谷
市
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
九
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

本
庄
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

本
庄
都
市
計
画
区
域
の
区
域 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
、
本
庄
市
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
十
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

本
庄
都
市
計
画
区
域
区
分 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
変
更
し
な
い
。 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
、
本
庄
市
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
十
一
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

寄
居
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

寄
居
都
市
計
画
区
域
の
区
域 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
、
寄
居
町
都
市
計
画
課
、

深
谷
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
十
二
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

児
玉
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

児
玉
都
市
計
画
区
域
の
区
域 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
、
美
里
町
建
設
課
、
本

庄
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
神
川
町
建
設
課
、
上
里
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
十
三
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

北
川
辺
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

北
川
辺
都
市
計
画
区
域
の
区
域 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
、
加
須
市
都
市
整
備
部

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
推
進
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
十
四
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
高
市
か
ら
川
越
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更
に
係

る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
十
五
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
和
光
市
か
ら
和
光
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更
に
係

る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
三
十
六
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所
沢
市
か
ら
所
沢
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更
に
係

る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

川 

裕 

嗣 

一 

道
路
の
種
類 

 

一
般
国
道 

二 

路 

線 

名 
 

二
百
五
十
四
号 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
新 旧 

旧 
新 
別 

 

朝
霞
市
大
字
下
内
間
木
字
散
在 

 

一
五
〇
五
番
地
先
か
ら
同
市
大 

 

字
下
内
間
木
字
散
在
一
五
〇
五 

 

番
地
先
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

区 
 

 
 

間 

  

三
六
・
五
二
～ 

 
 

 

四
二
・
〇
三 

   

三
六
・
五
二
～ 

 
 

 

四
四
・
五
〇 

   

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

五
七
・
五
六 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

孝 

文 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

本
庄
妻
沼
線 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

熊
谷
市
永
井
太
田
字
西
浦
九
九
一
番
二
地
先
か
ら 

同
市
永
井
太
田
字
高
城
一
三
九
五
番
二
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

   

一
一
・
〇
七
～
二
二
・
一
九 

     

七
・
二
五
～
一
一
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

三
八
〇
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

孝 

文 

  



 

本
庄
妻
沼
線 

路
線
名 

 

熊
谷
市
永
井
太
田
字
西
浦
九
九
一
番
二
番
地
先
か

ら 同
市
永
井
太
田
字
高
城
一
三
九
五
番
二
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
付
け
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示

第
八
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
三
八
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

孝 

文 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

新
堀
尾
島
線 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

熊
谷
市
永
井
太
田
字
間
の
道
一
二
九
三
番
一
地
先
か
ら 

同
市
永
井
太
田
字
西
浦
九
八
三
番
一
〇
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

   

一
二
・
五
五
～
一
五
・
五
◯ 

     

七
・
六
九
～
一
二
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
七
〇
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
一
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

孝 

文 

  



 

新
堀
尾
島
線 

路
線
名 

 

熊
谷
市
永
井
太
田
字
間
の
道
一
二
九
三
番
一
地
先

か
ら 

同
市
永
井
太
田
字
西
浦
九
八
三
番
一
〇
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 

令
和
五
年
十
一
月
十
日
付
け
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示

第
十
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
一
七
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

孝 

文 

  



 

児
玉
町
蛭
川
普
済

寺
線 

路
線
名 

深
谷
市
榛
沢
字
沖
田
三
五
〇
番
四
地
先
か
ら 

同
市
榛
沢
字
沖
田
三
三
二
番
五
地
先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。） 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
七
日
付
け
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所

長
告
示
第
二
十
二
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
一
部
供
用
開
始

で
あ
る
。 

延
長
二
四
三
・
三
五
メ
ー
ト
ル 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
三
十
三
号 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

日 

吉 
 

 

亨 

一 

日
時 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
七
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

イ 

県
議
会
令
和
五
年
十
二
月
定
例
会
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て 

 

ロ 

そ
の
他 
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